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Myrvik (12)は, 家兎の肺臓より Alveolar
Macropbagesを可成 り純度の高い割合で採集す
る方法を考案 し, この AlveolarMacrophages










































































































培養 第 2日目より 5γ/mlの割合に Streptomxycin
を添加した｡充分に清浄な滅菌スクリューキャップ試
験管 (16×125mm)(これは厳密に密栓されるものを
用いた)の中に, 約 2×105 個の細胞を含む AM 浮
薄液 1mlと,約 8×107 個の菌を含む結核菌浮薄液























実 験 成 績




兎 AM に対す る毒性の比較を行 った｡ 組織培
養系において,AM l個 に対 し約 400個の割合
で結核生菌が添加された場合,AM の死 亡率の
時間的推移 は図表 1に示 される如 くである｡即
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軸 比 R=讐 詔書墓相 / R=釦




















京大結研紀要 第12巻 第 2号
a) 1210C20分加熱処理,b) 57oC 1時間加
温処理,C) 無処理の三群に分け AM に対す
る毒性の変化を観察した｡結果は図表 3に示す

































け,培養24時間目における AM の死亡率を 観
察 したところ, 図表4に見られる如 く第4の
INH 無添加群では80% という高い死亡率を示
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兎 AM の実験成績と比較 した｡感作家兎とし
ては,10mgBCG生菌生食水浮瀞液を筋肉内に
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示 した如 く, 1)では20%で, 培養温度変更点 兎AM と正常家兎 AM に対 しそれぞれ同一の
の死l=率と較べて死亡率に著明な相違はなく, 菌浮茄液を二分して与えることにより,両者の
2)では42%とやや高 く,3)では80%という結 死亡率の推移を同時に観察 した｡叉,感作家兎







た｡ この実験 成績は図表 6に示 した如 くであ
る｡ この成績から判明したことは, 菌数比が
100の場合,培養第2日における細胞死亡率は,
正常家兎 AM で10%,感作家兎 AMで6%で
あり,この率は第10日目においても全 く変らな
かった｡それに反 して,菌数比 200の場合は,
培養第 1日目に正常 AM 15%,感作 AM30%
第2日で正常 AM 20%.感作 AM40%,それ
が第四日目では正常80%感作72%と変ったO又
菌数比が400の場合は,培養第一日目で正常AM
47% 感作 AM78% それが第二日目では感作

















































































目で,感作家兎 AM では55乃至60%に対 し正












図表 8. 正常並びに感作家兎 AM による会食結核
菌数の比較｡ R-80
であるに対 し,正常家兎 AM では2.5･6.0と
明かに差が認められた｡以上二つの実験成績か





Ⅲ)家兎 AM と,家兎 PM に対する結核菌
の毒性に関する比較実験






の項に記載 した様に PM を20% 家兎血清添加
Medium 199に浮茄させた｡ 同時に同一個体か
らAM を採集 し,同じ Medium 199に浮瀞さ
せ,両細胞浮茄液は全く同じ濃度になるよう調
製 したOこの二種類の細胞浮茄液に対 して,別
に調製 した 結核菌 Medium 199浮湛液を両者
に同量づつ混合した｡この場合の混合菌数比は
200であった｡ この混合液について,培養 2時
間目と24時間目における AM と PM の死亡率
を 比較すると図表 9に示す如 く, PM の方が
AM に比 して明かに高い死亡率を呈 した｡ しか
図表 9. H37Rvによる｡正常並びに感作家兎の
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るに他方, 平底組織 培養試験 管法に よって,
AM と PM の貧食の様子を標本について 検討
してみると,写真 1, 2, 3,4に見られる如
く,AM は4時間目において4時間目に比して





















た｡感作家兎の AM と PM の比較を,培養液
中に感作家兎血清と正常家兎血清とをそれぞれ
含む培養系を作って比較してみたが,いづれに
おいても感作家兎 血清がこの組織 培養液の 中
で,正常家兎血清と異った機能を持つというこ
とを示す実験成績は得られなかった｡感作家兎
AM と正常家兎 AM の比較において,図表 7
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次に AM との比較について述べよう｡ 形態
学的には殆ど見分けのつかないMacrophage同
志であるのに,AM と PM に種々相違のある
ことは最近 注目されて来た点である｡ 例えば












会食した場合,AM と PM とでは, 結核菌の
毒力に対する態度が異っていたとしても不思議
ではない｡本実験において,写真1,2,3,




























































集された AM と PM について,同様の比較が
なされたが,その結核菌による死亡率はAMに
比し,PM の方が遥かに高かった｡





















































写真 1･ 家兎 AMっ結核菌液混合後 4時間目
写真 2. 家兎 AMっ結核菌液混合後 24時間目
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写真 3. 家兎 PM｡結核菌液混合後 4時間目
写真 4. 家兎 PM｡結核菌液混合後 24時間目
